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令和７年度 第１回 鎌ケ谷市障がい者地域自立支援協議会 会議録 （概要） 

  

日 時 令和７年５月３０日（金）午後２時００分から午後３時２０分  

 

場 所 市役所地下１階 団体研修室 

  

出席者 三浦健会長、菊地謙副会長、向井智之委員、石川由佳委員、都筑恵美子委員、 

嶋野隆文委員、渡邉輝江委員、山崎馨子委員、鈴木和子委員、山嵜幸子委員、 

櫻澤美智子委員、飯髙優子委員、瀧口博史委員、宿利拳悟委員、関幸子委員、 

舟波早苗委員（鎌ケ谷市健康増進課主幹） 

欠席者 渡辺浩隆委員、西原数馬委員、森井真理委員、 

今井崇徳委員（鎌ケ谷市社会福祉課長） 

事務局 【障がい福祉課】遠藤善治課長、髙橋奈帆子庶務係長、加藤圭一郎 

     【鎌ケ谷市基幹相談支援センターえがお】渡辺恵美子所長、坂巻美佳、恩田信幸、 

岩室優子 

公開・非公開の区分 公開   

傍聴者 ０名  

  

添付資料  

・式次第  

・令和７年度鎌ケ谷市障がい者地域自立支援協議会委員名簿 

・協議会の組織図 

・障害福祉サービス・障害児通所支援等・地域生活支援事業等の全体像 

・資料１ 第７期鎌ケ谷市障がい福祉計画・第３期鎌ケ谷市障がい児福祉計画 

     令和６年度実績報告 

・資料２ 令和６年度相談支援事業実績報告 なしねっと 

・資料３ 令和６年度相談支援事業実績報告 基幹相談支援センター 

・資料４ 地域連携部会テーマ別チーム会議  令和６・７年度活動について  

・冊子  第７期鎌ケ谷市障がい福祉計画第３期鎌ケ谷市障がい児福祉計画 

・チラシ 精神科医宮崎先生【つばさクリニック院長】講演会＆懇談会 

 

＜本日の傍聴人及び会議の出席状況について＞ 

事務局より、出席者数（１６名）が会議開催の定足数である「委員の過半数の出席」を満

たしていること及び傍聴者が０名であることを報告した。 

 

＜委嘱状交付＞ 

障がい福祉課長より鎌ケ谷市障がい者地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）の

委員に委嘱状を交付した。続いて委員及び事務局の自己紹介を行った。 

 

＜会長、副会長の選出＞ 

委員からの推薦により協議会の会長及び副会長の選出を行った。 
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第７期鎌ケ谷市障がい福祉計画・第３期鎌ケ谷市障がい児福祉計画の令和６年度の実績報

告について 

事務局より、冊子「第７期鎌ケ谷市障がい福祉計画・第３期鎌ケ谷市障がい児福祉計画」

及び資料１「第７期鎌ケ谷市障がい福祉計画・第３期鎌ケ谷市障がい児福祉計画 令和６

年度実績報告」を基に、実績がゼロであったもの、計画と実績の乖離が大きいもの、大幅

に利用が増えたものを中心に、支援事業や福祉サービスの実績と理由を説明した。 

 

会長  

ただいまの説明について質疑があればお願いしたい。  

特になし 

 

令和６年度相談支援事業の実績報告について 

※相談支援事業：障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（以下「障

害者総合支援法」という）に基づく「地域生活支援事業」の中の市町村実施事業の１つ。鎌

ケ谷市では、これを委託しており、『一般的な相談』を「なしねっと」が、『基幹相談支援セ

ンター』を「えがお」が、それぞれ実施している。 

※令和６年度より、相談実績のカウント方法について県から改めて共通認識が示され、県

内の委託や基幹相談支援センターのカウント方法が共通になった。資料２、資料３の「２

支援方法」と「３支援内容」の件数一致は求めず、１回の相談支援で複数の支援内容があ

る場合はその件数も全てカウントし、より実態に即した数となった。 

（１）障害者相談支援事業（なしねっと） 

  令和６年度の実績について、資料２「令和６年度相談支援事業実績報告 なしねっと」

のとおり件数及び事例を説明した。 

（２）基幹相談支援センター 

 令和６年度の実績について、資料３「令和６年度相談支援事業実績報告 基幹相談支援

センター」のとおり件数及び事例を説明した。 

 併せて、地域生活支援拠点等事業の令和６年度実績についても説明した。 

 

会長  

ただいまの説明について質疑があればお願いしたい。 

副会長 

相談内容が多岐にわたるが、関係機関とはどのように連携しているのか。 

基幹相談支援センター 

  何でも頼っていただけるのはありがたいと思っている。日頃より地域づくりを意識し連

携の仕方も工夫している。例えば、知的障がいの方の相談は「なしねっと」に繋ぎ、福祉

サービスにすぐ繋がりそうな方の場合は、障がい福祉課ケースワーカーから計画相談へ直

接繋いでもらう。非常に専門性の高い内容については、他の専門機関を紹介するようにし

ている。 

委員 

  相談が継続している方の終結とはどのような場合か。 

基幹相談支援センター 
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  終結とは、その方が亡くなった場合、他市に引っ越した場合、福祉サービスの利用が落

ち着いた場合等がある。 

 

 

地域連携部会テーマ別チームの令和６・７年度活動について 

事務局より、協議会の組織図及び資料４「地域連携部会テーマ別チーム会議令和６・７

年度活動について テーマ別チームでの検討整理（簡略版）」を基に令和６年度の活動内容、

今年度への引継ぎ事項等を説明した。 

 

会長  

ここまでの説明について質疑があればお願いしたい。 

特になし 

 

その他 

  事務局より、チラシ「精神科医宮崎先生【つばさクリニック院長】講演会＆懇談会」に 

ついて案内した。 

次回の協議会は、１０月３０日（木）１４時から団体研修室にて開催する。 

 

会長   

他になければ以上で協議会を終了する。  

閉会 
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以上、会議の経過を記録し、相違ないことを証するため次に署名する。 

 令和７年７月２４日  

 

氏 名 石川 由佳     

氏 名 都筑 恵美子    

 


